
大正 14年、3月に日暮里で大火事が起きた。 

この神社の付近は、焼失を免れたことから火防の

神様と呼ばれる。また、夕方に流れる防犯チャイ

ムは多くの市町村で使用しているが、この作詞者

の中村雨紅は、第三日暮里小学校の教師であった。


